
まんま、おいしいね♡  ひよこ組（０歳児） 
 

食べることが大好きなひよこ組さん。美味しそうにお食事している様子をご紹介します！ 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

手づかみで食べるということは、自分で食べようとする意欲の表れで、食べ物の感触を楽しむ探索活動でもあります。「時間がかかるし、汚れて大変…」と思いがちですが、

「自分で食べたい！触りたい！」という欲求を受け止めてあげることで、自立心や自我の芽生えを促すことにつながります。 

また、少しずつスプーンに興味が出てくる時期です。まだ上手くすくえずこぼしてばかりかもしれませんが、自分で食べようとする意欲や行動を大切にして、お子さんが自分で

食べたと思えるようにさりげなく手助けしていきたいと思います。 

少しずつスプーンにも興味が出てき

たみたいだな。やってみたい気持ちを

受け止めて、手を添えながらスプーン

で食べる経験ができるといいな。 

ゴクゴク… 
そ～っと… 

保育者が「あ～ん」と言うと、

にっこり笑って口を開けてくれ

た！ 「おいしいね」と話し掛け

ながら、楽しい雰囲気で食事をし

ていきたいな。 

あ～ん…ぱくっ♪ 
おいち♡ 

以前はコップをもちたがらなかったの

に、自分でもって飲めるようになってき

た！「ゴックン上手にできたね！」とた

くさん褒めて、自分で飲めた嬉しさを共

有したいな。 

自分で食べるのが楽しいんだ

ろうな。手づかみ食べ用のお皿

を用意して、満足するまで手づ

かみできるようにしよう。 


